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蟹蛆豫防法としての桑葉區分給與の效果

齋藤菊雄

熊谷恒次

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　緻蛆魍の桑葉に於ける瀞脚撚’沸llllし・濃融晒［暮撒の難き部分ミ、然ら・ゴる郡令εを賊分

して欝醜に給與し、蟹蛆の豫防的蜘1楠獅得るこ三は小｝臨献響ll綬を初的証し、其仙4噸擁

者に依り．報告せられたる慮なりQ著者の一…入矯藤も功脇i蝋蝿の・・二｝茎｝1卵習性につき調査を背

ひ、灘に瀬綜撃灘誌第：几巻第瓢號に・麓表せd・）。而して臨の調遊1二關蟻し枝際長蜘：各新梢に於

ける桑葉を：糠1瀦［1｛ゴ拐旺に憾分し、懇児1一給興1ジ⊂讃蛆被5、：1：ノ晦少シ比絞するミ共1こ・…一孤1是等

の桑漿が瀬繭の實雲｛芒的餌繊こ及ぼす影響噺調、’liし、其llハ戚績を取融盤めたるを以で藪に之輔己載

し、大方各位の御批判ノン仰がんεす。

　　　　　　　　　　　　1　供試材料蛇に調査力油

　1．供試材料
（i）　供試桑　常地に於ける代表的桑品種たる鼠∫鷹にして、常揚構内に．右㍗て野外翻i蛆蝿の瀧卵

　1：任せたる、1’1［Lt刈仕立0）春訟専」…1：］桑を供用せり。

（■Oll）供総國撫瓢號×安泰囎・1襯にして購1こ立よ嚇31脳は豫め歩凄を以て飼資
　し、第・tL齢餉食よ1）．町げ・蕊σ）力法に佐り試験せり。

　2．調査方法
　試験はli爾ll　11年藩邸脚1に於て2悶反櫻施1”］’しb共の第1同は6月1臼に閉始し、鍛児は6月

ユ5日に」．澱し・第2同は6月12日に始まり．・6月2・S　E1に上膜せり。．爾ほ試験羅姦の設定は目的に

徒ひ枝條試鹸ε新槽試験ざ1三臨易llし、更1：新｛lll試鹸に宅1三’）ては妓條は．嫡吸び中部の新梢につ

き貫醗を行ひ、各試験毎に4魁を設定し：1賊lnO頭宛の置暫猷ぎ供用し、冊冠4箋薬を給輿して螢

繭せ9め・蟹購合・勲｝愛繭1艦1肛欄1醐舗調鱈鵜i蹴訓に糠Rこ鋤L被糊の
繭履融を調査せり。

（1）　試験臓の設電　次の輝分に依り12瞳を設定せ‘㌔

…一㎜剛欄｝庫贈愚㎜洞賦罵　潮～鯉　　ta　澗　｝亀L糊㎜　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　雫、

麗　　　．分 1試　瞼　匪　i　．摘　　　　　　　要
　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　1，針　　照　　．匿

　　　　　　　　　．．E　　　　鮎｛；　　　レ1
枝幽 梶@　試　　戯

㌦　　　　　　　　　　　　　中　　　　郡　　　　Il

　　　　　　　　l　下　　　　郡　　　　1［；
　　　　　　　　1

1類綜學靴誌　　｛酬噌1碁　卸二號　　1937

糠燦杢騰の桑葉を給輿す

1枝僚1”・上、中、下、1．ζ3分し共の上部の桑葉を給與す

粧燦中部の桑葉を給・買難す

枝傑’．ド部の桑葉を給輿す
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帝1　梢　　試　　験

　鵡‘　　　　聾（｛　　　　Il置

　：先　　　　　i徐　　　　減

　上　　　　‘三ド　　　　圃

，　’ド　　　　ごト　　　　1砿

新納杢部の桑葉を給與す

新梢の先端’in　2、3葉のゑ働馳典に勢除して給奥一〇r

岡先端勢’除の新ヰi㌃を2分し典』引暢1芦癒給興す

同新椚の下∠毘審を系沓・！処寸『

備考　新梢試験は．」二部新柵及び中謂；新柵共に同一臓シ｝に依わりく，

（）’1）　翌鴎［1歩合調査

　艶瓢及び識繭全部につき謡i窃査せるものにして、慧繭は之を切開し、雌雄別に塑贈IL被～犠盗撒を

　調査せりo

（ii圭）　鍛繭成績調査

　蟹岨被害鍛敏調嶽ε同一材料につき雌雄別に：普通繭50糊を探り、雄繭重：硅、繭∫醗iil：及ひ繭暦

渉合を調査し）’雌雄李均成績を舘入せり。

（iv）　麹i蛆被害繭の繭屈1：縫調査

　塞調査は角な記の試駒霞よ別個に行へるものにして、著者の…人齋藤が昭和6ぜ1三より8年の間

　に於て、上田市及び小縣郡i勺の識種業蕾約［）Oft：　i繍ll宣1種12品種につき掃立「i別に謡illl繭のILi殻

・中に混在せる蟹虹嚇i芝寄繭館にJil三常繭の出殻を1雛雄別に各補0職宛を調査イ1づ幽料忘し、調査細口

　数160除口に野し其の繭暦：il｝二を調査し・正亨蔀掬を100ミし被害繭の薩1鱗苧ji｛二指数を求め、典の

　李均儂及び｛票準備蕩餐を化’膝別及び雌雄別に算禺せの。

　　　　　　　　　　　　　Iil調　　査　　成　　績

　1・　蟹虫旺歩合

樹繍験に於て枝條の下1“iBに融憐纏を脈飼龍る職の鋤歩合は樋℃1棚；し
て、鋤照眠の陵害歩合i5．晦に勤し僅かにL9％なりQ枝條伽P部桑漿な給奥せる螺児は下部顧

に比較し梢々多きも・約8免にして渕偲賊の2分の1添呈度を示し・蟹蛆歩合の最ノくなるは披條

の上部漿葉を給輿せる織兇にして蟹蛆歩合齢％を示し塁｝照甑の約3傭を示せり。

　上部新櫓試験の新柑部有k別桑漿に於ける蟹蛆歩合は・各i桝1なの下傘部給與のもの最小にして

封照賦の45タとに比較し2分の1弱の20％を示し》新禰の先端を1徐去じて給輿せる先除磁は｝B％

にして、嗣者より梢々」曾大せり。而して新柚の上傘部給輿α）もの貼蟹蛆歩・合簸大にして55タ6を

示し、新梢下孕部給興のものの約2イ館ド強を示せり。

　中部新櫓試験に於ては・各試験賦共上部灘ll奪試験より蟹蛆歩含著しく滅少し、歩合最大の上

牟部給與のものが25％内外にして・上部新梢試験に於て歩合最小なりし下4培ll給輿のものより

僅かに舞程度なり。而して鰍験騨ゆ傾向は上糊31梢の揚合漁く同一なり。

　2　獄繭成’績

生繭の韻的債値について1よ・翻職ぴ網肋勅面より調査すべ腰あるも、棚嶽に於

ては供試藪品種の關係上、紳繭方簡より論求せんごす。

（i）　生繭重蚤

枝條試験の枝條の」榔桑勇酷躯瞬嫌最も重く・・｛嫌珊曝葉を給與せる蝋｛剛こ比べ

　約io％内外繭重大なり。中部の桑漿を給興せるものは上部廠より幾分輕｛きも爾踏ホ照賊より5

　％内外重し。下部の桑棄給典のものは繭重最小にして騰照匝より6％内外韓し。

上部新梢講鋤繭重については・新柵禰吝陸給典せるものは繍ll至磯を絵與せる糊嘔よ

　り僅かに環く、梢端を勢除して紛與せる先除旺ざ渕亀照置ミは殆んさ藻異なし。新爾の下傘部
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　を給興せるもの繭重fi乏小にして鋤照瞳より5％内外軽し。

　中部新縮試験に於ても典の傾向は萌者ざ略々同一なりく、

（ii）　繭　騰　：飛

　　枝條試験の繭ll矛鞭はN枝條の上部及び中部の桑葉を罫含與せる爾試験慨は大鶉なく鋤照霞よ

　り6％内外多し〔、下部耳き葉な給與せるものは繭暦最澱少にして鋳照麗に比し7％内外減少せ

　のo

　　上部新樗試験に於（，．ナる繭暦：撫よ新層llの上∠ド部を給興せるもの最も多く、塁｝照旺に比し約10

　％内外多く・先除磁は之に躯ぎ、新櫓の一ド牛部を給與せるもの最少にして凱照磁よりd％内

　外少し。

　　中都新櫨試験に在1）’〔は試鹸匝開に一定の傾向を認め難し。蕊し枝條の中部新1‘111は上都新

　棺に比し新槽の仙長度嚢へ既に仲長檸止芽郵さ状態なのしを以て、薬漿の飼料債値に於▼C強

　異比較的少爵に三閤珂するも0）ならん。

（iii）　　　繭　　 1齢　　 歩　　合

　　枝條試験に於て枝條の中部寓働葦を給典せるもの繭暦歩合最大にして19％服肋示し、枝條論

　騰の換藥を給與せる欝照1薩は1．7％弾書なり、枝條0）下部ノ営給典せる藤のは劉・照礁S大蕪な

　し。1而しで枝條の上部桑填竃を給與せるものは前越の如く繭颯最大なζ）しも、繭暦歩合は最小

　にして】6．7％なりざす。

　　上部新梢試鹸に於ては、新櫓の上傘部を給典せるもの繭．暦歩合梢々大にしてユ8％弱を示せ

　るも1典他の試験醜に於ては17％前後にして大差を認めず。

　　中部i新輪試験に准りて｛よ一定の傾向を認め難し。

　3，蟄蛆被磐繭の繭履量

va蛆襟欄の繭柵は卿）被害矧肋如何に依り？1撚蝦観る＾ごきも、タ槻蛇1こ働納に

正常繭ε’岡別し得べき程1肇の所謂普通繭に於て、蟹蛆被害繭は：fi三常繭に比し共の繭騰癒は其の

指撒に於て4－5％繰膜1を減少せり。爾ほ繭1猷縫の減少濯轟度を化性別及び雌雄別1こ見れば次の

如し。

（i）　　イヒ・爬駐男ljσ）差異

　　・一化性及び二化性の繭暦につき被害繭の正常繭に獅する減少程度を比鮫するに、僅少なる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　も一一化性の繭履し低滅燈幾分多く、正常繭に比し指敷に於て約5％内外減少し、二化性は約4

　％内外の減少なりQ

（ii）　雌雄別の差異

　　被害繭の繭ノ飛墨：は正常繭にJ’ヒし雌雄共に約5％内外を滅歩し、雌雄閥に蕪異ありε認め難

　し。

　　禽ほ以上の成績に劃゜する調査表を示せば次の姐し。

枝　條　試　鹸　戒　績

1　蟹蛆歩合調査衷（％）

辱斗r「≒均ト÷t、S均1≒降均
　　　　　　　1
到’　　照　　L：’l　l

上　　　部　　　』置

20．00

50．59

15．79

45．51

17．90

4S．05

11．G1

・17．06

ユ2．50

36．S4

12．06

41，95

16．7S　　　1差43　　　　15．61

49，：1．3　　　　41β5　　　　45，49
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III諺　　　察

　桑漿を甑分して謝兜に給輿せる場合，1枝條の書［‘位については枝條の上部桑簗が蟹蛆歩合最

大にして、ril部、ド部εなるに從ひ著しく減少するこεは從來の成績ε…致せり。

　新納に於ける各部桑葉ご蟹燃歩合ざの關係につ膏、鈴木林九氏は櫓端を2，3葉の徽漿ε共に

擁除して鍛免に給與する揚合は・翌鯛1歩合を柑當輕1肛父し得るこごを報㌫せられたり。著瀞等の

放績に於ても亦i新講の先シll｝を除去せるものは、然らざるものに比し幾分蟹蛆歩合を減少し得た

るも・鈴木氏の考察三は穂々巡庭な膏li旨はざるものtrす。

　藩し新；伽こ於ける葉｛濫別の蛾卵産．謝輩ll係は時期に依り與なり、必ずしも棺端のみに多きもの

ならぎる篇、先除1磁り鐵翌凱歩合は桑葉給輿時llllに依り輕減灘度を異にせり。而して木調査の如

く、蟹蛆歩合は概括的1こ児て新爾の上’臣lll給輿（櫓端を2s　3漿の轍爵裳共に：yMJ除せるものの

上李部）のものに最大なる・撹逡よりして、蟹蛆豫防の敷隈セ充分ならしめんには、少くεも1

枝條の3分の1以ヒにある新｝lllの」ゾド都を・除去せざるぺから「ざるものごす。然ゐに桑粟は繭生

塵躍の最ノく要素なるな以て、斯くの如くll｛1常1！ll：を慶鷲ナるこεは維諮上之を許さxh’るのみなら

ず、其の作業に鍬しても爾ほ勢力必要すぺ歯につき、ヱ1量際問題εして實行罪詳易ならざるものε

す。

　故に蜜験的には桑粟の慨分給輿に依り蟹蟻披寄を輕減し宇尋ぺ嚢こεな的礫に知り得ナこるも、

實用的敷襲を繋ぐるこε寡易ならずo唯労慮せらるべ唐は伊東博」：：の1縫表せられたるナフタリ

ン燃蒸、或は114口定次郎氏α琳欝桑法の姐き、蛆卵：戒殺1寡1作に獅し蟹姐の被警多嚢被條の上牛部

に就吉共の臓理を施すこεに依り旧的のκ部分を逡厚匙し得べきを以て、作叢蚊に纒費等に便盆

妙からざるものεr認むo

　繭の實質的贋値は蟹蛆被害α）影響より寮ろ粟の無貿關係に支配せらるるこミは、被轡繭の繭

暦彙調査蛇に鍛繭戊績より首肯し得る威にして、本調酬こ於て枝條の．1二部及び中部の桑漿給與

が下部桑漿より繭重：、繭暦鍛共1こ尺なるこミは松1寸博士をIYJめ其他渚氏の詰『とざ一致せり。

　然れ共養訟鰹諮の實情より考察すれば、桑漿の繊分給典は前述ゐ姐く容易ならざるも、假に

之を實行せりざせんか・本調査成績に現はれたるが如く其の賦分に慮じ繭フ）蜜質に著しく養異

を生じ、從って盤繭の偲髄的贋値を低幽ドせしむる嫌あり。反之各部Z）桑漿を混禽して給輿せば

繭質に斯かる鉄隔を免れ・獄繭の糖騰的頷値を向上せしめ得るこεごなるを以て、是等の窮情

をも併せて考慮する場合は・桑漿の薩分系合典に依る饗，蔽害の縷域は盆々期イ轡し難爵ものの如

し。

　蟹蛆被害繭の繭暦量は調査材料の影酎激ri何に依り當然差異を生ずべ爵も、外槻蚊に鰯感的に

正常繭ε判別し難き程度の普通繭に於ては、被害繭ご難も繭履壁の減少程度陛少にして、勝又

茂の結果ε一致せり。

IV総　　　括

1．枝條の部位に於ける蟹蛆歩合は上部桑薫にf爵大にして、巾部、下部εなるに從ひ順次著しく

　減少す。

2．i新陪の普薫部位に饗する饗i職歩合は、新1牲ヒ孚部の桑簸に多く下孚部に少し。

3．梢端を2、3瀧の徽葉ε共に1期徐して給輿せる揚合の饗！91歩合は、i新｝｛臓黎ilの桑葉を給與せ

　る揚合より幾分減少するも、桑藁給與購…期に依り其の程度に差異を生ずるこ5大なり。

4．獄繭の繭重、繭騨董及び繭暦歩合等の貴質的贋・雌は、1枝條より見る時は上部及び中部の

　桑葉給與のものに於て優り、爾ほ新階の着薫部f立に在りては上雫部を給輿せるもの概して良



1ξ～6・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孟珪蟹：　　　　テ謙　　　　 鵬　　　　　≧訂［1　　　　詫置…　　　　　　　　　　　　　　　　〔鱗駒卜：懸
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